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鯉沼　行子
　Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences/獨協医学会雑誌第39
巻第1号をお届けします．本号には英文原著4編，和文原著
4編，英文症例報告3編，和文症例報告1編，短報1編，学位
申請論文6編が掲載されています．本号発刊に際しましてご
尽力いただきました先生方にお礼を申し上げます．
　皆さまにおかれましても，新しい年を迎えて，気持ちを新
たにしているところでありましょう．昨年は災害に見舞われ
た年でした．なんといっても3月11日の大震災，それに追い
討ちをかけるように秋には台風がありました．私事ですが，
茨城にある我が家でも，東北の人に比較すれば小さいもので
すが被害をこうむりました．年老いた母親1人暮らしのなか
で起こりました．そのこともあり，東北で被害にあいさびし
く暮らす年老いた方の映像には心がいっそう痛く感じてしま
います．そんななかで陸前高田の1本だけ残った松の木が復
興の象徴として報道されました（残念ながら枯れてしまいま
したが）．我が家にも多くの森林がありますが，手入れが行
き届いていなかったことが，今回の被害をより大きくしたよ
うに思います．自然林には酸素の供給源としてお世話になっ
ています．そういう認識の欠如を自分なりに反省していると
ころです．しかし，最近では田舎でも，農作業で出る廃棄物，
山林の枯れ木を外で燃やして処分できないことで大きな負担
を強いられています．煙が出るしいてはダイオキシンだとか
言われて，簡単には森林のケアができなくなっています．本
当にこんな状況でいいのか考えさせられるこの頃です．勿論，
木々には，あまり手入れがなくても花を咲かす桜から，切り
詰めればつめるほどきれいな花を咲かす百日紅（いためつら
れた木が生きようとして小さな芽を出しそこに多くの花を咲
かすことになり少し残酷に思えることもあるのですが）まで
いろいろあります．このようなことを震災に際して思った次
第です．
　医療においても，経済環境の悪化から厳しいものがある昨
今です．しかし，大学には多くの，そして種々の豊富な知識，
技能を持った方々が集まっており，それらの対象には，研究，
診療，教育と分野があると思います．分野が異なってもこれ
らの人々が協力し合うことによって，有意義な結果が出るも
のと信じています．新しい真実を探求する人の気持ちには共
通なものがあると信じているからです．これらの人々のコミ
ュニケーションから生じたものが，厳しい環境の今の時代に
あっても大学の発展につながっていくものと考えます．その
ひとつとして，本誌が担う役割，その存在意義は確実にある
と思います．まずは本誌に掲載された成果を会員の多くが共
有することから始まります．
　皆さんの投稿をお待ちしています．よろしくお願いします．
	 （杉田憲一）
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